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① 複数の電子伝達体を介した電子伝達系の導入 (好気呼吸) 
② 被酸化性の高い反応基質及び活性種の積極的な利用 (ユビキノール、NADH、FADH2) 










































































既に報告されているが、比較実験を行ったところ、10% Pd-C と比較して Fe(Pc) は電子不
Scheme 3. Aerobic oxidation of arylhydrazides. 




































ラート (cat. B) が有効であることが明らかとなった。最適化された反応条件下、基質に対応
した二つのヒドラジン触媒を使い分けることで、触媒的光延反応においても室温条件下、高
収率で目的物を得ることが可能となった。 
Figure 1. Hammett plot of addition reactions 
of azo reagents with PPh3. 
  




















































第一節  鉄触媒と酸素を用いるアルケンからの 1,4-ジオールの合成：反応機構の議論 
本節では、著者が共同研究者と開発した、鉄触媒と酸素及びヒドリド還元剤を用いるアル














Figure 2. TG-DTA data of ethyl 2-
(3,4-dichlorophenyl)azocarboxylate 
 





















































り、なおかつ高活性なアルコキシラジカルの 1,5-水素移動が不活性な C(sp3)−H 結合に関与
していることが強く示唆された。その結果に基づき、亜硝酸 tert-ブチルと酸素分子を用い
るニトロ化反応の条件下において、アルケンの三ヶ所を同時に官能基化する手法へと応用
した。その際、本反応がどのような生成物を与えるかに関して、水の添加によってそれが左
右されることがわかった。無水条件では、ラクトール化合物が得られる事が過去にわかって
いたが、本研究ではアルケンから 5-アミノ-1,4-ジオール前駆体を一挙に得る事に成功した。 
 
以上のように、著者は本論文で、理想的な酸化剤である酸素分子を活用することによって、
より高度な分子変換反応への展開が可能であることを明らかにした。 
